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研究成果の概要（和文）：　本研究では、La1-xCaxFeO3-d(LCF)に着目し一連のLCFの酸素透過性を評価した。そ
の中で高い酸素透過性を示したx＝0.35について酸素透過速度と表面酸素ポテンシャルを同時測定することで、
表面交換反応律速下での律速要因を検討した。これより、850℃以下の低酸素分圧条件下では、酸素を吐出す際
の試料表面での電子移動が律速段階であることが分かった。すなわち、試料表面上で電子を受取るを役割をする
Fe4+濃度が低いことがこの原因であり、このFe4+濃度を高めることが表面交換反応を速めるのに有効であると考
えることができる。

研究成果の概要（英文）：This study investigated systematic relation between oxygen permeation flux 
JO2 and Ca content in La1-xCaxFeO3-d(LCF). The x=0.35 sample showed the highest JO2 in the LCF. The 
ion conductivity and surface exchange reaction of x=0.35 sample was obtained by simultaneous 
investigation of the oxygen permeation flux and oxygen chemical potential on the sample surface.
JO2 of x=0.35 at 800 and 850 ℃ was found to be limited by surface exchange reaction on the low 
oxygen partial pressure side. The rate-determining step for the surface exchange reaction is charge 
transfer relating to O2 molecule desorption, resulting from the lower hole(Fe4+) concentration on 
the low oxygen partial pressure side under the reduction condition. The increase in hole 
concentration under the reduction condition is a possible strategy to improve the surface exchange 
reaction.

研究分野： 無機物性

キーワード： 混合導電性セラミックス

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、La1-xCaxFeO3-d(LCF)について系統的に調べることで、ある特定の組成領域(x=0.3-0.4)で高い酸素
透過性を示すことを見出した。この結果は高い酸素透過性に寄与すると考えられてきたSr,Coを含有しなくと
も、学術的な観点から、格子自由体積、酸素欠陥量を制御することで透過性向上が可能であることを示したもの
である。この系では800℃以下では表面交換反応が律速となるが、この律速要因を突き止め、これより今後の表
面交換反応の速い酸素透過性ｾﾗﾐｯｸｽの開発のために有効な学術指針を提供することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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